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提出日：令和６年４月５日  

学校名：県立小田原支援学校  

   令和５年度 学校評価報告書（ 目標設定 ・ 実施結果 ）   

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月６日実施） 

(令和２年度策定) 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 26日実施）  成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

・自立と社会
参加をめざ
し、各教育部
門、各学部に
おいて、それ
ぞれが系統性
のある教育課
程の編成や組
織的な授業改
善に取り組
む。 
 

⓵教育課程の改
善・適切な編成及
び専門性の向上と
継承にむけて、授
業改善に継続的に
取り組み、校内研
究、研修を実施し
ていく。 
 
⓶ ICT 機器の活
用・授業づくり・
授業改善の継続、
視線入力機器の推
進等に積極的に取
り組む。 

⓵個別教育計画を踏ま

えた授業実践に取組

み、教育課程の検証と

改善・適切な編成を行

う。校内研究、研修を

推進する。 

 

 

⓶ICT を活用した授業

づくり、授業改善の継

続、ネットワークを活

用した協働的な学びの

環境整備、視線入力機

器の活用と管理等に取

組む。 

⓵児童・生徒一人ひと

りのニーズと課題を共

有し、教職員の共通理

解と組織的な研究、授

業実践をし、指導・評

価の徹底と授業改善に

取組むことができた

か。 

⓶児童・生徒一人ひと

りに適した ICT を活用

した授業づくり、ICT

教材を含む教材教具

（視線入力機器を含

む）の活用と改善を進

められたか 

⓵個別教育計画を踏ま

え、学習指導要領を基

に系統性を意識し、授

業改善に取り組んだ。

また、教育課程編成で

は教科別の指導等につ

いて編成の手引等に基

づき枠組みを整理した 

⓶ICT 機器の利用等が

促進され、児童生徒の

興味関心を引き出す教

材作りに継続して取り

くみ、校舎間のリモー

ト授業も継続して取り

組むことができた。 

⓵今年度の成果を基盤

とし、引き続き系統性

のある授業改善に取り

組んでいく。教育課程

編成では、枠組み等の

詳細を全体周知し、継

続して実施していくこ

とが課題である。 

⓶ICT 機器を有効に活

用した授業づくりの推

進を図る。１人１台端

末となる次年度に向け

て、授業を中心に教育

活動全体で研究研修の

推進が必要である。 

(アンケート肯定的回答率)()内は昨年

度の％ 全体回収率 50.7％（55.3％） 

⓵小学部から高等部までのつながりを

大切にした取組みをしている。75％

(72％) 

⓶教材教具等、教員間で情報を共有活

用して授業実践している。80％(81％) 

(中・高生徒アンケート) 

・学校生活や授業の設問では、楽しい

が 91％(93％)、好きな授業があると

85％(85％)が回答 

(学校運営協議会・学校評価部会) 

・１人１台端末となる次年度に向け

て、準備会を立ち上げ、教職員研修を

計画しているとのこと。児童生徒一人

ひとりにどのように支援していくのか

課題を整理し、取り組んでほしい。 

⓵教育課程編成

では編成の手引

等に基づき枠組

みを整理し、カ

リキュラム・マ

ネージメントが

実施しやすくな

った。 

⓶ICT 機器を有

効に活用した授

業づくりが推進

された。１人１

台端末となる次

年度に向けて、

教育活動全体で

研究研修の推進

が必要である。 

⓵全教職員に詳

細を周知し、全

学部でカリキュ

ラム・マネージ

メントを継続し

て実施していく

ことが必要であ

る。 

⓶端末は高等部

で Chromebook 等

小 中 学 部 で は

iPad 等となるた

め、各課題を整

理し、継続的に

組織的に研究や

教職員研修等を

実施していく。 

２ 
児童・生徒 

指導・支援 

・児童・生徒
一人ひとりの
実態や支援ニ
ーズ、生活年
齢に応じた指
導・支援を組
織的、計画的
に取り組む。 
 

⓵児童・生徒一人
ひとりの実態や支
援ニーズ、生活年
齢を十分に踏まえ
た上で、アセスメ
ントを充実させ、
指導・支援に取り
組むとともに個別
教育計画の改善及
び活用を充実させ
る。 
⓶医療的ケアを必
要とする児童・生
徒の通学支援の充
実を図る。 

⓵専門職、相談担当等

と連携し、より良い指

導体制の構築をめざ

す。自立活動、医療的

ケア等、特別支援教育

の専門性の継承と向上

に取組むとともに個別

教育計画の改善及び活

用を充実させる。 

 

⓶医療的ケアを必要と

する児童・生徒の通学

支援の充実を図るため

に、関係諸機関と連携

し、一つひとつ丁寧に

取組む。 

⓵専門職、相談担当を

含めたチームで情報を

共有し、個別教育計画

に反映して指導支援に

活かすことができた

か。専門性の継承と向

上に取り組むことがで

きたか。 

 

 

⓶通学支援の充実を図

るために、関係諸機関

と連携し、一つひとつ

丁寧に取組むことがで

きたか。 

⓵児童生徒、保護者の

ニーズや相談に対し、

支援連携部や専門職、

関係諸機関等と連携

し、的確な情報共有・

支援をし、課題解決に

向けて進めることがで

きた。また、校内研究

として個別教育計画の

新書式を作成した。 

⓶医療的ケアを必要と

する児童・生徒の通学

支援については説明会

を開催し、個別に対応

し丁寧に確認しながら

取り組んだ。 

⓵課題解決に向け、丁

寧に取り組む必要のあ

るケースもあり、引き

続き支援連携部や専門

職、関係諸機関等と連

携を図り、今年度の取

り組みをベースに個別

教育計画に反映し、よ

り効果的な指導ができ

るよう取り組んでい

く。 

⓶引き続き関係機関、

保護者と連携しなが

ら、丁寧に一つひとつ

確認しながら進めてい

く。 

保護者アンケート肯定的回答率) 
⓵必要に応じて専門職等と連携して、
児童生徒のニーズに応じた支援に取り
組んでいる。81％(83％) 
⓶個別教育計画はわかりやすい内容と

なっている。96％(96％) 

(中・高生徒アンケート) 

・先生はあなたの話や悩みを聞いてく

れたと 98％(96％)が回答。 

(学校運営協議会・学校評価部会)  

・支援連携部や専門職、関係諸機関等

と連携し、的確な情報共有・支援をし

ているとのこと。以前は訓練的な支援

が多かったが、今は専門職がおり、発

達段階に合わせての支援となってい

る。切れ目ない支援、引継ぎが大切で

ある。 

⓵校内研究にお

いて個別教育計

画の新書式を作

成。作成の過程

で児童生徒の課

題・特性を整理

できた。学習指

導への反映では

具体的な検討に

至らなかったた

め、継続して検

討していく。 

⓶医療的ケア児

の通学支援は個

別に対応し丁寧

に取り組んだ。 

⓵新書式は自立

活動を主軸にし

たものになって

いる。児童生徒

の課題を新書式

で明らかにした

うえで、学習指

導要領を踏まえ

た日々の学習指

導と連携して運

用していくこと

が求められる。 

⓶引き続き関係

機関、保護者と

連携して丁寧に

取り組んでいく 

３ 
進路指導・

支援 

・将来の一人
ひとりの生活
の充実をめざ
し、卒業後の
進路を視野に
入れ、障害の
特性や発達段
階に応じた進
路指導・支援
を行う。 
 

⓵児童・生徒の自
立と社会参加及び
将来を見据え、発
達段階など個に応
じた一貫性のある
キャリア教育の推
進及びシチズンシ
ップ教育の充実を
図る。 
 
 
 
 
 
 

⓵児童・生徒の自立と

社会参加及び将来を見

据え、発達段階など個

に応じた一貫性のある

キャリア教育の推進及

びシチズンシップ教育

の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

⓵保護者、進路担当及

び専門職等と連携し、

個々の特性や発達段階

に応じた支援を実施す

ることができたか。ま

た、キャリア教育及び

シチズンシップ教育の

充実を図ることができ

たか。 

 

 

 

 

 

⓵キャリア教育の全体

計画作成に取り組ん

だ。知的高等部ではキ

ャリア・パスポートの

様式の導入を進め、他

学部では個別教育計画

に示した。導入により

生徒自身の目標等を把

握でき、保護者、進路

担当とも共有できた。

また、シチズンシップ

教育の枠組みを再共有

し、授業で取り組むこ

とができた。 

⓵今後各学部の意見を

精査し、全体計画の中

に取り込み、学校全体

としての系統性を持た

せる。キャリア・パス

ポートは継続して活用

できるように、使いや

すさ等、課題点を整理

し、改定していく必要

がある。また、授業計

画等を整理し、より効

果的なシチズンシップ

教育を推進していく。 

 

(保護者アンケート肯定的回答率) 
⓵生活や社会的スキルの獲得に向け、
人や施設・場面を効果的に活用した校
外学習や日常の授業に取組んでいる。
82％(81％) 
⓶保護者対象の進路先の見学会や福祉
制度説明会等は参考になっている。
73％(74％) 
(中・高生徒アンケート） 
職業、作業や進路の授業は役に 立つ
95％(97％)、授業で卒業後の進路先や
生活がわかると 83%(88％)が回答。 
(学校運営協議会・学校評価部会)  
・キャリア・パスポートの導入につい
て、知的高等部ではファイル形式で積
み上げていく教材となっている。他学

⓵知的高等部で

はファイル形式

で積み上げてい

く教材として、

キャリア・パス

ポートを導入し

た。他学部は個

別教育計画の中

で保護者と確認

しながら取り組

んでいる。課題

点を整理し、改

定していく必要

がある。 

⓵年度末に知的

障害教育部門の

キャリア教育全

体計画が提案さ

れた。今後、肢

体不自由教育部

門での全体計画

の検討、キャリ

ア・パスポート

の継続活用での

検証等でキャリ

ア教育の推進を

図っていく。 

 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月６日実施） 

(令和２年度策定) 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 26日実施）  成果と課題 改善方策等 

⓶保護者に対する
的確な進路情報や
福祉制度を提供、
周知しそのニーズ
に応えるとともに
理解啓発を図る。 

⓶進路及び福祉に関す

る情報を説明会、事業

所見学、個別面談等で

保護者、教職員にわか

りやすく提供し、理解

啓発を図る。 

⓶説明会、事業所見

学、個別面談等で適切

な情報提供ができた

か。また、教職員にも

研修等の機会を提供し

ていくことができた

か。 

⓶各学部の面談等にお

いて、卒業後の進路や

児童生徒像について、

保護者に理解啓発を図

った。進路関係の説明

会は、各学年学部にと

って的確な時期に実施

することができ、資料

等を工夫しわかりやす

い説明会を実施した。 

⓶各担任と進路担当が

連携し、児童生徒の将

来を意識した指導支援

を計画しながら、今後

も継続して取り組む。 

ミニ研修会等を設定

し、各担任が進路の知

識を深め、保護者にも

情報提供し、工夫して

取り組んでいく。 

部は個別教育計画の中で保護者と確認
しながら取り組んでいるとの説明があ
った。これからも児童生徒、保護者に
とって良いものになるよう改定してい
ってほしい。 
・進路決定について、高等部 1 年から
始め、見学や実習を通して本人と保護
者の希望を尊重しつつ、実習後の評価
等を受けて授業等で改善を図ってい
る。保護者等との意見の相違について
は、対話を積み重ねているとの説明が
あった。引き続き丁寧に取り組んでほ
しい。 

⓶今年度は的確

な時期に面談、

説明会、事業所

見学等が実施で

き、資料等の内

容を分かりやす

く改善すること

ができた。教職

員に対しての研

修等を充実して

いくことが課題 

⓶保護者に対し

ての説明会等を

更に充実させる

とともに、教職

員に対しても事

業所見学会や福

祉の事業形態等

に関するミニ研

修 会 等 を 設 定

し、進路の知識

を深めていく。 

４ 
地域等と 

の協働 

・他者理解と
多様性を認め
合う共生社会
の実現に向
け、障害のあ
る児童・生徒
の理解啓発を
図るため、地
域への発信
や、地域と連
携した教育活
動を充実させ
る。 

⓵コミュニティ・
スクールの確実な
運営と地域と連携
した切れ目ない支
援の充実を図る。
また、「小・中学
校との「人的交
流」による地域に
おける支援教育の
充実」の推進に取
り組む。 
 
 
⓶三つの学びの場
が一体となり、地
域の中での豊かな
学びと、地域に根
指した安心できる
生活の実現に向け
て取り組む。 

⓵コミュニティ・スク

ールの確実な運営と地

域と連携した切れ目な

い支援の充実を図るた

めに関係諸機関との綿

密な連携を図る。ま

た、「小・中学校との

「人的交流」による地

域における支援教育の

充実」を推進するため

に、初年度の取組みを

丁寧に行う。 

⓶小田原校舎、湯河原

校舎、大井分教室の三

つの学びの場が一体と

なるとともに、それぞ

れの地域において担当

者が中心となり、校内

の諸課題の整理をし、

地域や関係諸機関等と

連携を図りながら、丁

寧に推進する。 

⓵地域と連携した教育

活動の推進（コミュニ

ティ・スクールの確実

な運営、切れ目ない支

援の充実）するために

校内外及び保護者の理

解推進を図ることがで

きたか。 

 

 

 

 

⓶三つの学びの場が一

体となるとともに、そ

れぞれの地域において

校内の諸課題の整理を

し、地域や関係諸機関

等と連携を図り、一つ

ひとつ丁寧に推進する

ことができたか。 

⓵コミュニティ・スク

ールを通して、地域自

治会役員が避難訓練を

見学する等、地域との

連携が進んだ。また

「小・中学校との「人

的交流」による地域に

おける支援教育の充

実」について、初年度

の取組みを丁寧に推進

することができた。 

 

⓶小田原校舎と湯河原

校舎において双方向の

行事等で合同学習を行

うことができた。ま

た、各校舎・分教室に

おいて、地域の小中高

との交流等、地域と連

携した授業等も実施す

ることができた。 

 

⓵交流活動等、地域と

連携した教育活動を引

き続き推進するととも

に、より充実したもの

になるように再検討し

ていく。「小・中学校

との「人的交流」によ

る地域における支援教

育の充実」について、

引き続き丁寧に推進し

ていく。 

 

⓶引き続き、三つの学

びの場が一体となるよ

うな交流を模索し、推

進していく。また、こ

れまでの地域とのつな

がりを大切にしつつ、

現状の変化等に合わせ

て、再検討しつつ、関

係諸機関との連携を深

めていく。 

(保護者アンケート肯定的回答率) 
⓵学校は、地域の「支援教育」の充
実・推進のために、役割を果たしてい
る。56％(64％)。地域との交流学習は
計画的に行われている 56％(54％)。 
⓶地域に向けた研修会や活動は、児
童・生徒の理解啓発につながってい
る。50％(53％)。学校の教育活動を、
ホームページや連携部だより等で保護
者や地域の方にわかりやすく伝えてい
る。71％(76％)。 
(学校運営協議会・学校評価部会)  
・「小・中学校との「人的交流」によ
る地域における支援教育の充実」を推
進するにあたり、通常級でのインクル
ーシブ教育をどう進めるかがこの研究
の目的との説明があった。通常級の児
童生徒の授業参加に対する困り感が、
小中学校の先生方から出されている。
支援級だけでなく、通常級への支援も
進めていってほしい。 
・医療的ケアのある児童が、地域の学
校に就学する。地域の学校での医療的
ケアの相談も行っていると聞く。連携
しながら、地域センター的機能を発揮
していただきたい。 

⓵ コ ミ ュ ニ テ

ィ・スクールを

通して防災等に

関して地域との

連携が進んだ。

また人的交流に

よる研究協力校

での居住地交流

ケースにおいて

授業実践に係る

ことができた。

今後も丁寧に推

進していく。 

⓶各校舎双方向

で直接交流した

合同学習。リモ

ートでの交流学

習等が実施でき

た。地域との連

携授業等も実施

できており、今

後も継続する。 

⓵小・中学校と

の「人的交流」

による地域にお

ける支援教育の

充実について、

２年目となる。

引き続き、研究

協 力 校 と 連 携

し、地域の学校

と相互理解を図

る。校内におい

ても、研修会等

で理解を深め、

学校全体で取り

組んでいく。 

⓶双方向での交

流合同学習を推

進 す る と と も

に、地域と連携

した授業につい

ても更に推進す

る。 

５ 
学校管理 

学校運営 

・児童・生徒

の安全と健康

を守り、防災

教育等に取り

組み、良好な

教育環境の整

備 を 推 進 す

る。 

・不祥事防止

の徹底と当事

者 意 識 を 持

ち、良質の同

僚 性 を 構 築

し、教師力ア

ッ プ を 目 指

す。また、教

職員の働き方

改革の実現を

めざす。 

⓵児童・生徒の安

全と健康を守り、

校内防災・地域防

災の充実・連携に

向け、迅速に、組

織的、継続的に取

り組んでいく。基

本的な衛生管理を

継続し実態に応じ

た感染予防を行

う。 

⓶不祥事防止会

議・研修の実施と

意義付けを行い、

啓発活動を継続す

る。また、働き方

改革について、事

務処理の効率化に

向けた取組みを実

施する。 

⓵校内防災の充実と地

域防災の連携に向け、

引き続き迅速に、組織

的、継続的に取り組ん

でいく。 

感染症予防について

は、マニュアルの更新

を含め、基本的な衛生

管理や実態に即した対

応を行う。 

 

⓶不祥事防止に向けた

会議、研修、啓発活動

を継続し、同僚性を高

め、報告連絡相談に対

する意識を高める。ま

た、働き方改革につい

て、事務処理の効率化

等に向けた取組みを実

施する。 

⓵防災対策について、

引き続き迅速に、組織

的、継続的に取り組む

ことができたか。 

感染症予防対策を保護

者等の協力を得なが

ら、学校全体で実施す

ることができたか。 

 

 

 

⓶事故・不祥事ゼロが

達成できたか。また、

児童・生徒と向き合う

時間を増やすなど教職

員一人ひとりが意識し

ながら働き方改革に取

り組むことができた

か。 

⓵防災訓練における地

域自治会との連携、防

火シャッターを下ろす

等、より具体的な訓練

に取り組み、それによ

り、新たな課題を明ら

かにすることができ

た。また、コロナ５類

に移行後も基本的な感

染症対策は継続した。 

⓶事故・不祥事防止で

は職員一人ひとりが意

識して取り組むことが

できた。また、Teams

のチャット機能による

事務連絡、情報共有等

の有効活用が進み、会

議時間の短縮等を実感

でき、働き方改革につ

ながる環境となってき

ている。 

⓵明らかになった新た

な課題に対応しつつ、

実施予定を知らせない

等、実際の有事の際に

近づけた訓練を安全に

実施できるように検討

していく。また、今年

度同様に基本的な感染

症対策は継続してい

く。 

⓶引き続き事故・不祥

事防止ゼロを念頭に置

き、同僚性を高め、チ

ームとして一人ひとり

が意識して取り組んで

いく。また、今後も

Teams のチャット機能

を有効活用しつつ、会

議等を見直し、効率的

に開催できるように工

夫していく。 

(保護者アンケート肯定的回答率) 
⓵保健室や栄養職員等と情報交換を密
に行い、感染症やアレルギー等の未然
防止に取り組んでいる。88％(88％)。
学校は、防災教育に取組んでいる。
91％(85％)。 
⓶会計報告や個人情報の収集時に適切
に行っている。92％(93％)。職員は、
児童・生徒や保護者に対して、コミュ
ニケーションを大切にした態度で接し
ている。93％(92％)。 
(学校運営協議会・学校評価部会) 
・コロナ後の学校生活について、校内
での交流ができ、友達の様子を見てそ
れが良い刺激となっている。学校生活
を楽しめているとの説明があった。引
き続き、安心安全な教育環境の整備に
ついて推進してほしい。 
・教職員の同僚性を高めるということ
について、お互いを知り、お互いの人
権を尊重し、チーム力を高めることと
説明があったが、学校の雰囲気につな
がっているように思う。出会って知り
合ってより良くしていくことが大事で
あると思う。 

⓵防災訓練にお

ける地域自治会

との連携、より

具体的な防災訓

練の実施等の成

果とともに、新

たな課題が明ら

かになった。対

応について検討

していく。 

⓶引き続き、事

故不祥事防止に

向け、一人ひと

りが意識を高め

ていく。また、

Teams のチャッ

ト機能による情

報共有等の有効

活用により、働

き方改革を実感

できた。 

⓵新たな課題に

対応しつつ、実

際の有事の際に

近づけた訓練を

安全に実施でき

るように検討し

ていく。また、

地域との連携を

継続し、充実さ

せていく。 

⓶チャット機能

による情報共有

等の有効活用を

推進するととも

に、引き続き、

事務処理の効率

化、会議等を見

直し、効率的に

実施できるよう

に 工 夫 し て い

く。 

 
 


